女子短大生におけるパソコン通信インターフェイスの課題 by 倉元 博美
鹿児島女子短期大学紀要
第30号 (1995)23 
上はじめに
パソコン通信インターブェイ
アじ 博
パソコン通信が普及し始め，その利用法は多岐にわたり教育の中にも利用され始めている。
そこで，学生が自作の資料を配布するメディアとしてパソコン通信を活用しヲ情報の発信者と
2:1 
の立場を休験させた。その結果， Iパソコン通信はおもしろいj，I興味がある」という学生が大半であ
るにもかかわらず明「パゾコン しいjという意識を持っていることが明らかになった。
これについては， 1， I複雑で面倒なことはいやがるj，I自分からは手を出さない|
という一般的な理由も考えられるが， Iパソコン通信は難ししっと答えた理由として，
しい単語が多いJヲ[横文字が多いj，が面倒j，I手順が理解できないJ，I操作手順を画面上に
して欲しい1，I説明書を見ないとできないj，I間違ったときの操作が不便j等の意見があげられて
いた。そこで，操作法に問題があるのではなかろうかと考え 初心者でも簡単に操作できる，簡単なメ
ニュ一方式によるパソコン通信プログラムを作成し パソコン通信を体験させた。
2. システム
，ホスト局 1台 PC-9801)，ターミナル3台 PC-9801)，モデムで学内の内線電
話回線(電子交換機使用)を用いた。
した ロヴラム
プログラムは?フリーゾアトウェアのマクロプログラムを用いて，できるだけ操作が簡単にできるこ
とを目標とし した。
。操作手i績
a. ファイルを送る(送信する)場合
1 .モデムの電波、 ON 
2.本体の電源 ON 
3. フロッピーディスク(通信用システムディスク)をいれる。
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内容
5. ブアイ }v名はつ登録ブアイ)レ名:
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ました。
8. フロッピーディスクを抜き，電源を切る。
b。ワァイルを取り出す(受信する)
1. ~E':アム ON 
2 本体の電波、 ON 
ブロッピーディスク(通信用システムディスク)をいれる。
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どの者が興味を抱いている c
パソコン通信の操作性については，
rパ、/コン についてどう思いますか』
前回
相対産量生 10 20 30 
今回
40 50 60 70 80 90 100 据対度最一 一
離しい 監護盤固盟困問翻
Z函利用百j
E罰利用後
Imil潤用前
回S 利用後
パソコン通信の操作性については，前向は利用前と利用後は，ほほ同じであったが9 今回は利用前は
しいJというイメージを持っていたがヲ実際に操作してみたら大半の者が「易しい」と感じたこと
がわかる。
このことについて， r利用前に難しいと答えた者の利用後の状況』
からも操作についての結果と同様のことがわかる。この理由としてはヲ「思ったより簡単に操作でき
41 %ヲ「会話をするような感じで手順が示されたJ20%， I説明書きを見ればできた I20%等があげられヲ
前向，「操作が複雑1，I難しい単語が多いJ，I子}I頂が理解でき iないJ，I基本的なことが解っていない」
等の理由から， I難しい」と感じた者が多かったことを考慮すると このことから操作性の意識へ及ぼ
うかがえる。
ブァイ についてもう少し詳細にみると，
『マァイルの操作法についてどのように感じましたか』
前回
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Ffil ファイル受信
臨調ファイル遣問
i可はヲ送信・受信とも「易しし'Jと符えた者は僅かであったが，今回は操作が簡単に行えたからで
あろうか， 90%以上の者が「易しいJと感じている。また，僅かで、はあるが「難しい」と感じた者もあ
り，その理由としては「操作に手間取ったJ，I取り扱いにくいJ，I機械の台数が少ない」があげられて
いる。 しかしながら，操作に関しての否定的な意見は少ない。
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四ファイル滋信
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9 送信は 1人で操作したが受信は 2人
受信は 1人で操作したが送信は 2人
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ファイルうを健
=ファイル通信
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ように，前田は送信@受信とも l人で操作した者は15%しかいなかったが，今回は52%が l
人で操作しており，これは操作が簡単に行えた結果といえよう。
ブアイ
り簡単」ヲ
に関しては，パゾコン通信の操作についての全般的な感じの意見と同じで， [ 思ったよ
i画面土に指示が出るL!説明書を見ればできたjという意見があげられており，前回の
ヲ「手jlr{が面倒であるJ，1説明書を見ないとできないJ，I難しい単語が多いJ，
「間違ったときの操作が不便」等の意見に比べると，ここにも操作性の及ぼす影響がうかがえる。
i通信の操作Jと もしろさJとの関連jについては，
前回は は難しい」と感じているものの， どちらかというとおもしろみを!感じていたもの
てコ 今回は「操作が易しいのでおもしろいJと答えた者が大半で， このこと治、ら とお
もしろさとの かがえる。
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エディタについて(;;1:，今回は「易しいjと答え に比べるとI替えている。これは， にも
:îZf~ペプ:づい高校時までに，コンピュータに触った経験のある学生が増えているからであろう。ワープロに
ついマーは大半が{易しいjと符えている。パソコン通信の操作と比較してみるとヲ前回1;1rパゾコン通
fミ
}仁1 しい J25%， ;-どちらともいえないJ73% 今凶は「ノfソコン しいJ83%で，
デイタ， ワープロより LいJと感じたことがわかる。
守二、イタと J号、Jコ ワープロヒパソコ グロス してみる。
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?
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が約40%いることは見逃ぜない。これはやはり高校時までにコンピュ』タ
ろう。またヲ今回はワープロの操作も通信の操作も「易しい」と ス
ている。さらに， Iワープロ より しい」と おり，このことから
生がい ものに対して，易しさを感じる くなっているかがうかがえる。
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する際のヒューマンマシンインターフェースの在り
中で用いることについて，
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という結果をみると，パソコン通信を用いること
きf二い。
して なかっf二こと
1)倉元博美 パゾコン通信の活用に関する学生の意識，鹿児島女子短期大学紀要務28号， J993 
2)矢内秋生・池田勝校 新井 正;家政系短大における総合的情報教育の試み (V)教育工学関連
学協会連合第3回全宗l夕、会講演論文集， (1991) 
? ヴー_._).-，
¥. -4コ
30 鹿児島女子短期大学紀要第30号 (1995)
3)戸塚滝登 国際パソコン通信で学ぶ理科，教育メディア. (1989“2) 
4) S T S (教育&ソフト)編.実践とソフト開発(パソコン通信で何ができるか入大日本図書
5)染同慎」。島田留美子園吉田行宏 a 大作 勝 スクールネットワークの教育機能について，平成
3年度情報処理教育研究集会講演論文集(主催文部省入 (1991)
6)伊東良朗.中学校における国際パソコン通信の試み，教育メディア， (1989.2) 
7)藤木 卓。通信ネットワークによる授業システムの開発，教育工学関連学協会連合第3回全国大
会講演論文集， (1991) 
8)学研:NEW r教育とマイコンJ.(1987.10)， (1989.1) 
9)三宅なほみ.パソコン通信ても「できることJと「やりたいことJ，教育メディア， (1989.2)，小
学館
10) i頼戸博幸 パソコン通信による学内通信システムについての一考察，鹿児島久ム子短期一入学紀要第
26号， (1991)， 95~101頁
11)蓮見信夫.パソコン通信の教育的活用，日本教育工学会第6回大会講演論文集， (1990) 
12)真田克彦ー三イ中 啓@遠矢 守・園屋高志白パソコン通信の教育利用について(鹿児島県におけ
る実態と問題点)鹿児島大学教育学音阿汗究紀要， (1989)，教育科学編，第41巻
